
安全データ シート   
発行日発行日発行日発行日発行日  25-1-2024  改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日  25-1-2024  改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号改訂番号  5  

1. 製品及び会社情報製品及び会社情報製品及び会社情報製品及び会社情報製品及び会社情報 

製品特定名製品特定名製品特定名製品特定名製品特定名 

化学品の名称化学品の名称化学品の名称化学品の名称化学品の名称 Voxtar™ M40 
化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 CAS No. 
ペンタ エリ スリ ト ール 115-77-5 

その他の識別手段その他の識別手段その他の識別手段その他の識別手段その他の識別手段 
別名別名別名別名別名 2,2-Bis(hydroxymethyl)1,3-propanediol  
製品コ ード製品コ ード製品コ ード製品コ ード製品コ ード  P-0472 

化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限 
適用適用適用適用適用
中間体  

推奨さ れない使用推奨さ れない使用推奨さ れない使用推奨さ れない使用推奨さ れない使用
特定さ れていない。   

安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細安全データ シート の供給者の詳細 

メ ールド レスメ ールド レスメ ールド レスメ ールド レスメ ールド レス productinfo@perstorp.com  

緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号 
日本日本日本日本日本 (+)1 760 476 3960 (contract no: 334101)  

2. 危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約 

化学物質または混合物の分類化学物質または混合物の分類化学物質または混合物の分類化学物質または混合物の分類化学物質または混合物の分類  
世界調和システム(GHS)による危険物質又は混合物でない 及び JIS Z 7252:2019  

ラ ベル要素ラ ベル要素ラ ベル要素ラ ベル要素ラ ベル要素 
シンボルシンボルシンボルシンボルシンボル／／／／／絵表示絵表示絵表示絵表示絵表示
該当し ない  

注意喚起語注意喚起語注意喚起語注意喚起語注意喚起語
該当し ない  

危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報 
該当し ない  

注意書き注意書き注意書き注意書き注意書き
該当し ない  

製造者製造者製造者製造者製造者

 Perstorp Specialty Chemicals AB  
SE-284 80 Perstorp, Sweden 
Tel. +46 435 380 00 
www.perstorp.com 

Perstorp Chemicals GmbH 
Postfach 1409/1410 
DE- 59704 Arnsberg, Germany 
Tel. +49 2932 498 0 
Fax. +49 2932 498 
www.perstorp.com 

供給者供給者供給者供給者供給者

 パースト ープジャ パン株式会社パースト ープジャ パン株式会社パースト ープジャ パン株式会社パースト ープジャ パン株式会社パースト ープジャ パン株式会社
〒105-0001 
東京都港区虎ノ 門1-13-3 虎ノ 門東洋共同ビル 6F 
電話 03 4579 8353
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その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報 
本物質は健康または環境に有害と 分類さ れていないが、 粉塵爆発を起こ すこ と があるので予防措置を講じ る必要がある。   

3. 組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報 

化学物質化学物質化学物質化学物質化学物質 
化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 CAS No. 化審法イ ンベント化審法イ ンベント化審法イ ンベント化審法イ ンベント化審法イ ンベント

リリリリリ  
安衛法番号安衛法番号安衛法番号安衛法番号安衛法番号 重量重量重量重量重量％％％％％ 

ペンタ エリ スリ ト ール 115-77-5 (2)-248 (2)-248 >98 

4. 応急措置応急措置応急措置応急措置応急措置 

応急措置の説明応急措置の説明応急措置の説明応急措置の説明応急措置の説明  

吸入吸入吸入吸入吸入 応急措置は必要ないが、 安心のため新鮮な空気を吸う 。   

皮膚接触皮膚接触皮膚接触皮膚接触皮膚接触 応急処置は必要はないが、 衛生上の理由から 石鹸や水で露出し ている皮膚を洗う 。   

眼接触眼接触眼接触眼接触眼接触 応急措置は必要ないが、 機械的刺激を避けて安心するため、 眼を開いて流水で洗う 。   

経口経口経口経口経口 大量に摂取し てし まっ た場合や気分が悪く なっ た場合は、 医師による指示や注意を受け
る。   

急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用  
知見なし 。   

必要に応じ た速やかな治療と 必要と さ れる特別な治療の指示必要に応じ た速やかな治療と 必要と さ れる特別な治療の指示必要に応じ た速やかな治療と 必要と さ れる特別な治療の指示必要に応じ た速やかな治療と 必要と さ れる特別な治療の指示必要に応じ た速やかな治療と 必要と さ れる特別な治療の指示  
症状に応じ て治療するこ と 。   

5. 火災時の措置火災時の措置火災時の措置火災時の措置火災時の措置 

適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤
現地の状況及び周囲環境に適し た消火方法を用いるこ と 。   

使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤使っ てはなら ない消火剤
強水流(塵雲を起こ す)。   

特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性
製品及び空容器を熱源及び着火源から 遠ざけるこ と 。   

危険有害性燃焼生成物危険有害性燃焼生成物危険有害性燃焼生成物危険有害性燃焼生成物危険有害性燃焼生成物
一酸化炭素 (CO)。  二酸化炭素(CO2)。   

消火を行う 者のための保護具および注意事項消火を行う 者のための保護具および注意事項消火を行う 者のための保護具および注意事項消火を行う 者のための保護具および注意事項消火を行う 者のための保護具および注意事項  
特別な保護具は必要と さ れない。   

追加情報追加情報追加情報追加情報追加情報
微細な粉じ んが十分な濃度で空気中に分散し 、 かつ着火源が存在する場合には、 粉じ ん爆発の危険性がある。   

6. 漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置 

人体に対する注意事項、 保護具及び緊急時措置人体に対する注意事項、 保護具及び緊急時措置人体に対する注意事項、 保護具及び緊急時措置人体に対する注意事項、 保護具及び緊急時措置人体に対する注意事項、 保護具及び緊急時措置  
重要: すべての発火源を取り 外し てく ださ い。  こ れ以上粉塵が発生し ないよう にし てく ださ い。  粉塵が発生する場合、 衛生的
理由から 防塵フ ィ ルタ 付呼吸用保護具、 手袋及び保護服を着用する。  特に密閉区域内では、 十分な換気を確保するこ と 。   
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いかなる下水管の中、 地面上又はいかなる水域中にも 侵入さ せないこ と 。  環境影響情報の詳細情報については項目12を参照
のこ と 。   

封じ 込め及び浄化の方法及び機材封じ 込め及び浄化の方法及び機材封じ 込め及び浄化の方法及び機材封じ 込め及び浄化の方法及び機材封じ 込め及び浄化の方法及び機材  
封じ 込め方法封じ 込め方法封じ 込め方法封じ 込め方法封じ 込め方法
粉塵を抑制するためのカ バー。  廃棄するために機械的にすく い取り 、 適切な容器に収容するこ と 。  火花を発生さ せない工具
および防爆型の器材を使用するこ と 。   

浄化方法浄化方法浄化方法浄化方法浄化方法
汚染さ れた表面を十分に浄化するこ と 。  浄化後、 痕跡を水で洗い流すこ と 。   

二次危険有害性の予防二次危険有害性の予防二次危険有害性の予防二次危険有害性の予防二次危険有害性の予防
該当し ない。   

7. 取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意 

安全な取扱のための予防措置安全な取扱のための予防措置安全な取扱のための予防措置安全な取扱のための予防措置安全な取扱のための予防措置
粉塵を吸入し ないよう にし てく ださ い。  粉じ んの発生を避けるこ と 。  粉じ んは空気と 爆発性混合物を形成する可能性があ
る。  必 然 的 に 発 生 す る  ほ こ  り  は 定 期 的 に 除 去 す る .。  作業現場において十分な換気を確保する。  熱、 火花、 炎お
よびその他の点火源(例えば、 点火バーナー、 電気モータ ーおよび静電気)から 遠ざけるこ と 。  火花を発生さ せない工具および
防爆型の器材を使用するこ と 。  潜在的な爆発性雰囲気下での使用を意図し た機器や保護システムに関する規制を遵守するこ

と 。  詳し い情報については、 パースト ープ社のテク ニカ ル・イ ンフ ォ メ ーショ ン－TI0185号を参照のこ と 。   

一般的な衛生注意事項一般的な衛生注意事項一般的な衛生注意事項一般的な衛生注意事項一般的な衛生注意事項
産業衛生安全対策規範に従っ て取り 扱う こ と 。   

混蝕禁止物質を含む、 安全な保管条件混蝕禁止物質を含む、 安全な保管条件混蝕禁止物質を含む、 安全な保管条件混蝕禁止物質を含む、 安全な保管条件混蝕禁止物質を含む、 安全な保管条件  
他の容器に移し 換えないこ と 。  必 然 的 に 発 生 す る  ほ こ  り  は 定 期 的 に 除 去 す る .。   

8. ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置 

管理パラ メ ータ ー管理パラ メ ータ ー管理パラ メ ータ ー管理パラ メ ータ ー管理パラ メ ータ ー  
国の職業性ばく 露限界値又はこ れに相当するその他の値を考慮するよう ユーザーに助言する。   

化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 日本日本日本日本日本 ACGIH TLV 
ペンタ エリ スリ ト ール 

 115-77-5 
データ 無し  TWA: 10 mg/m3 

適切な設備対策適切な設備対策適切な設備対策適切な設備対策適切な設備対策
潜在的な爆発性雰囲気下での使用を意図し た機器や保護システムに関する規制を遵守するこ と 。  特に密閉区域内では、 十分
な換気を確保するこ と 。   

保護具保護具保護具保護具保護具  
眼、 顔の保護具 サイ ド シールド 付き 保護眼鏡(又はゴーグル)を着用するこ と 。   
手の保護具 保護手袋はあまり 必要ないが、 ゴム製の保護手袋の使用が推奨さ れる。  ク  ロ  ロ  プ  レ  

ム ゴ  ム。  ニ  ト  リ  ル ゴ  ム。   
皮膚及び身体の保護具 化学工業用の通常作業服(長袖・長ズボン)。   
呼吸用保護具 換気が不十分な場合、 防塵フ ィ ルタ (P2)付呼吸装置を着用する。   

9. 物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質 

物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報物理的及び化学的性質に関する情報  
外観外観外観外観外観 
物理状態物理状態物理状態物理状態物理状態 粉末  
外観外観外観外観外観 結晶  
色色色色色 白色  
臭い臭い臭い臭い臭い かすかな   
臭いのし き い値臭いのし き い値臭いのし き い値臭いのし き い値臭いのし き い値 該当し ない  
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その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報
爆発特性は粒度に大き く 依存する。  詳し い情報については、 パースト ープ社のテク ニカ ル・イ ンフ ォ メ ーショ ン－TI0185号を
参照のこ と   

10. 安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性 

反応性反応性反応性反応性反応性  
本製品について具体的な試験データ はない。 詳細については、 本章の以下の小節を参照のこ と 。   

化学的安定性化学的安定性化学的安定性化学的安定性化学的安定性
通常の条件下で安定。   

危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性
微細な粉じ んが十分な濃度で空気中に分散し 、 かつ着火源が存在する場合には、 粉じ ん爆発の危険性がある   

避けるべき 条件避けるべき 条件避けるべき 条件避けるべき 条件避けるべき 条件
粉塵爆発のリ スク がある。 取り 扱いに注意し 、 静電気放電を生じ さ せないこ と 。   

混触危険物質混触危険物質混触危険物質混触危険物質混触危険物質
知見なし 。   

危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物
知見なし 。   

11. 有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報 

可能性のあるばく 露経路に関する情報可能性のあるばく 露経路に関する情報可能性のあるばく 露経路に関する情報可能性のあるばく 露経路に関する情報可能性のあるばく 露経路に関する情報
吸入。  経皮。   

物理的、 化学的、 及び毒性学的特性に関係する症状物理的、 化学的、 及び毒性学的特性に関係する症状物理的、 化学的、 及び毒性学的特性に関係する症状物理的、 化学的、 及び毒性学的特性に関係する症状物理的、 化学的、 及び毒性学的特性に関係する症状  

急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用急性症状及び慢性症状の最も 重要な徴候症状および作用
知見なし   

特性特性特性特性特性 値値値値値  備考備考備考備考備考  • 方法方法方法方法方法  
pH 4  -  7  @ 20 °C  
融点融点融点融点融点／／／／／凝固点凝固点凝固点凝固点凝固点 258  °C  /  496  °F  OECD 102  
沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲沸点又は初留点及び沸点範囲 369  °C  /  696  °F  ASTM E 537-02  
引火点引火点引火点引火点引火点 > 260  °C  /  > 500  °F   
蒸発速度蒸発速度蒸発速度蒸発速度蒸発速度 情報なし   
可燃性可燃性可燃性可燃性可燃性 引火性でない  
空気中での可燃限界空気中での可燃限界空気中での可燃限界空気中での可燃限界空気中での可燃限界 

爆発又は可燃の上限界 情報なし   
爆発又は可燃の下限界 30  g/m3   

蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧 0.000015  Pa  @25°C; SPARC  
相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度 情報なし   
比重比重比重比重比重 情報なし   
水への溶解度水への溶解度水への溶解度水への溶解度水への溶解度 62 g/L  @ 20 °C OECD試験番号105： 水に対する溶解度  
溶解度溶解度溶解度溶解度溶解度 情報なし   
分配係数分配係数分配係数分配係数分配係数 -1.7  log POW (OECD 107) ｎ －オク タ ノ ール／水分配

係数(log値)  
自然発火点自然発火点自然発火点自然発火点自然発火点 >  400  °C  /  > 752  °F  EU method A16  
分解温度分解温度分解温度分解温度分解温度 情報なし   
動粘性率動粘性率動粘性率動粘性率動粘性率 情報なし   
動的粘度動的粘度動的粘度動的粘度動的粘度 情報なし   
爆発性爆発性爆発性爆発性爆発性 非爆発性。  空気と 爆発性混合物を形

成するおそれ  
 

酸化性酸化性酸化性酸化性酸化性 酸化性ではない。    
蒸気濃度蒸気濃度蒸気濃度蒸気濃度蒸気濃度 1.37   g/cm3  @20°C, ISO 1183-1  
かさ 密度かさ 密度かさ 密度かさ 密度かさ 密度 800   kg/m³  

 

ページ   4 / 8  JGHS  - JP  

@20°C,  ASTMD 1895-96  



Voxtar™ M40 改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日  25-1-2024  

毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度  

急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性 
既知の情報又は提供さ れた情報に基づき 、 こ の製品に急性毒性危険有害性はない。   

急性吸入毒性 - ガス  混合物の 100 %は急性吸入毒性(ガス)が未知の成分から 成る   
急性吸入毒性 - 蒸気 混合物の 4 %は急性吸入毒性(蒸気)が未知の成分から 成る   

ペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ール (115-77-5) 
方法 種 ばく 露経路 有効量 備考 

OECD試験番号401：  急性経
口毒性試験 

ラ ッ ト  経口 5110 LD0 mg/kg 

未定義 マウス  経口 25500 LD50(致死量) mg/kg 
OECD試験番号402：  急性経

皮毒性試験 
ウサギ 経皮 >10000 LD50(致死量) mg/kg 

未定義 ウサギ 吸入 11000 LC0 mg/m3 6h 
OECD試験番号403：  急性吸

入毒性試験 
ラ ッ ト  吸入 >5.15 LC50 mg/l 4h 

 

皮膚腐食性皮膚腐食性皮膚腐食性皮膚腐食性皮膚腐食性／／／／／皮膚刺激性皮膚刺激性皮膚刺激性皮膚刺激性皮膚刺激性
皮膚を刺激し ない。   

ペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ール (115-77-5) 
方法 種 ばく 露経路 結果: 

OECD試験番号404：  急性皮膚刺激
／腐食性 

ウサギ 経皮 皮膚を刺激し ない 

 
眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性／／／／／眼刺激性眼刺激性眼刺激性眼刺激性眼刺激性
非刺激性。   

ペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ール (115-77-5) 
方法 種 ばく 露経路 結果: 

OECD試験番号405：  急性眼刺激性
／腐食性 

ウサギ 眼 非刺激性 

 
呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性
感作影響は知ら れていない。   

ペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ール (115-77-5) 
方法 種 ばく 露経路 結果: 

OECD試験No. 429： 皮膚感作： 局
所リ ンパ節試験 

マウス  皮膚 皮膚感作性でない 

 
生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性
突然変異誘発性でない。   

ペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ール (115-77-5) 
方法 種 結果: 

OECD試験番号471：  細菌復帰突然変異試験 in vitro 陰性 
OECD試験番号473：  哺乳類の in vivo 染色体

異常試験 
in vitro 陰性 

OECD試験番号476：  哺乳類の in vitro 遺伝子
突然変異試験 

in vitro 陰性 

 
発がん性発がん性発がん性発がん性発がん性
全ての試験管内変異原性試験で陰性だっ たため、 発癌の可能性は見当たり ません。   

生殖毒性生殖毒性生殖毒性生殖毒性生殖毒性
生殖に有害と は見なさ れない。   
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ペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ール (115-77-5) 
方法 種 ばく 露経路 有効量 備考 

OECD試験番号422：  反復投
与毒性と 生殖発生毒性スク リ

ーニング試験の複合試験 

ラ ッ ト  経口 1000 NOAEL mg/kg bw/日 
(P1) 

OECD試験番号422：  反復投
与毒性と 生殖発生毒性スク リ

ーニング試験の複合試験 

ラ ッ ト  経口 1000 NOAEL mg/kg bw/日 
(F1) 

OECD試験番号414：  出産前
発生毒性試験 

ラ ッ ト  経口 1000 NOEL(無影響量) mg/kg 
bw/日 (P1+F1) 

OECD試験番号443 ラ ッ ト  経口 1000 NOAEL; mg/kg bw/日; 
全身毒性, 生殖毒性 

OECD試験番号414：  出産前
発生毒性試験 

(ウサギ) 経口 1000 NOAEL: mg/kg bw/日。  

 
特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露) 既知の影響なし 。   

特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)  

ペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ール (115-77-5) 
方法 種 ばく 露経路 有効量 備考 

OECD試験番号422：  反復投
与毒性と 生殖発生毒性スク リ

ーニング試験の複合試験 

ラ ッ ト  経口 100 NOAEL mg/kg bw/日 

OECD試験番号407：  げっ 歯
類における28日間反復経口投

与毒性試験 

ラ ッ ト  経口 1000 NOAEL mg/kg bw/日 

OECD試験番号408：  げっ 歯
類における90日間反復経口投

与毒性試験 

ラ ッ ト  経口 1000 NOAEL mg/kg bw/日 

 
誤えん有害性誤えん有害性誤えん有害性誤えん有害性誤えん有害性
該当し ない。   

12. 環境影響情報環境影響情報環境影響情報環境影響情報環境影響情報 

生態毒性生態毒性生態毒性生態毒性生態毒性  
水生生物に対し て低度の毒性。   

ペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ール (115-77-5) 
方法 種 ばく 露経路 有効量 ばく 露時間 備考 

OECD試験番号203：  魚
類急性毒性試験 

Oryzias latipes(ラ
イ スフ ィ ッ シュ ) 

淡水 >100 96h LC50(致死濃度) 
mg/l 

OECD試験No. 202： ミ ジ
ンコ 類急性遊泳阻害試験 

Daphnia magna 淡水 >1000 24h EC50(有効濃度) 
mg/l 

OECD試験番号201：  藻
類及びシアノ バク テリ ア

成長阻害試験 

Pseudokirchneriella 
subcapitata 

淡水 >1000 72h EC50(有効濃度) 
mg/l 

OECD試験番号211：  ミ
ジンコ 繁殖試験 

Daphnia magna 淡水 1000 21d NOEC mg/l 

OECD試験番号209：  活
性汚泥呼吸阻害試験(炭素
及びアンモニウムの酸化) 

細菌毒性 >1000 3h EC50(有効濃度) 
mg/l 

OECD試験番号201：  藻
類及びシアノ バク テリ ア

成長阻害試験 

Pseudokirchneriella 
subcapitata 

淡水 1000 72h NOEC mg/l 

 

残留性残留性残留性残留性残留性・分解性分解性分解性分解性分解性  
易生分解性。   

 

ページ   6 / 8  JGHS  - JP  



Voxtar™ M40 改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日  25-1-2024  

ペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ールペンタ エリ スリ ト ール (115-77-5) 
方法 値 ばく 露時間 結果: 

OECD試験番号301E：  易生分解
性：  修正OECDスク リ ーニング試

験(TG 301 E) 

99% 28d 易生分解性 

OECD 310 83.7% 28d 易生分解性 
1380 COD (mg/g) 
1300 TOD (mg/g) 

 

生態蓄積性生態蓄積性生態蓄積性生態蓄積性生態蓄積性  
その成分の分配係数に基づく と 、 製品が有機体の中に、 生態蓄積さ れると は予想さ れない。   

化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名化学名又は一般名 分配係数分配係数分配係数分配係数分配係数 生物濃縮係数(生物濃縮係数(生物濃縮係数(生物濃縮係数(生物濃縮係数(BCF) 
ペンタ エリ スリ ト ール -1.7 

土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性  
log Pow(オク タ ノ ール／水分配係数)から 懸濁物質および底質に高度に吸収さ れるおそれはない。   

その他の有害影響その他の有害影響その他の有害影響その他の有害影響その他の有害影響  
知見なし 。   

13. 廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意 

廃棄方法廃棄方法廃棄方法廃棄方法廃棄方法  
残留物残留物残留物残留物残留物/未使用製品から の廃棄物未使用製品から の廃棄物未使用製品から の廃棄物未使用製品から の廃棄物未使用製品から の廃棄物
その製品は有害廃棄物と し て分類さ れない。  許可を得た施設で焼却処分するこ と 。   

汚染さ れた梱包汚染さ れた梱包汚染さ れた梱包汚染さ れた梱包汚染さ れた梱包
完全に空の状態のき れいなパッ ケージはリ サイ ク ルさ れる場合があり ます。   

14. 輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意 

日本日本日本日本日本  陸路輸送陸路輸送陸路輸送陸路輸送陸路輸送 規制対象外  

ADR  陸路輸送陸路輸送陸路輸送陸路輸送陸路輸送 規制対象外  

RID  鉄道輸送鉄道輸送鉄道輸送鉄道輸送鉄道輸送 規制対象外  

副次危険性等級副次危険性等級副次危険性等級副次危険性等級副次危険性等級 -  

IMDG  海上輸送海上輸送海上輸送海上輸送海上輸送 規制対象外  

MARPOL 73/78付属書付属書付属書付属書付属書II及び及び及び及び及び
IBCコ ード によるばら 積み輸送さコ ード によるばら 積み輸送さコ ード によるばら 積み輸送さコ ード によるばら 積み輸送さコ ード によるばら 積み輸送さ
れる液体物質れる液体物質れる液体物質れる液体物質れる液体物質 

情報なし   

IATA  航空輸送航空輸送航空輸送航空輸送航空輸送 規制対象外  

15. 適用法令適用法令適用法令適用法令適用法令 

該当製品に特有な安全、 健康及び環境に関する規制該当製品に特有な安全、 健康及び環境に関する規制該当製品に特有な安全、 健康及び環境に関する規制該当製品に特有な安全、 健康及び環境に関する規制該当製品に特有な安全、 健康及び環境に関する規制

国際規制国際規制国際規制国際規制国際規制  
該当し ない  

国内規制国内規制国内規制国内規制国内規制 
日本日本日本日本日本
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毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法 該当し ない  
労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法 該当し ない  

化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法(PRTR) 該当し ない  
消防法消防法消防法消防法消防法：：：：：  該当し ない  
労働基準法労働基準法労働基準法労働基準法労働基準法 該当し ない  

水質汚染物質水質汚染物質水質汚染物質水質汚染物質水質汚染物質 - ヒ ト の健康保護ヒ ト の健康保護ヒ ト の健康保護ヒ ト の健康保護ヒ ト の健康保護 該当し ない  
一般の洗濯に関する廃棄物管理法一般の洗濯に関する廃棄物管理法一般の洗濯に関する廃棄物管理法一般の洗濯に関する廃棄物管理法一般の洗濯に関する廃棄物管理法 該当し ない  

悪臭防止法悪臭防止法悪臭防止法悪臭防止法悪臭防止法 該当し ない  

その他の規則、 制限及び禁止規定その他の規則、 制限及び禁止規定その他の規則、 制限及び禁止規定その他の規則、 制限及び禁止規定その他の規則、 制限及び禁止規定
潜在的な爆発性雰囲気下での使用を意図し た機器や保護システムに関する規制を遵守するこ と   

16. その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報 

安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データ シート で使用さ れている略語及び頭文字のキー又は凡例
該当し ない  

発行日発行日発行日発行日発行日 25-1-2024  

改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日 25-1-2024  

改訂記録改訂記録改訂記録改訂記録改訂記録 安全データ シート (SDS) は改訂さ れていますが関連する変更はあり ません  

こ の安全データ シート は以下の要件に準拠し ている：   日本。  世界調和システム(GHS)。   

免責事項免責事項免責事項免責事項免責事項
こ のSDSに記載さ れている内容は、 発行日時点の知見、 情報に基づき 正確を期し たも のです。 こ こ に記載さ れている情報は当該製品の安全な
取扱い、 使用、 加工処理、 保管、 運搬、 廃棄、 漏えい(洩)時の処理など指針と するこ と のみを目的と し たも のであり 、 いかなる保証をするも
のではなく 、 また品質仕様ではあり ません。 本文中に明記さ れている場合を除き 、 他の何ら かの材料と 組み合わせて使用し た場合、 又は何ら
かのプロセスに使用し た場合には、 有効でなく なる場合があり ます  

安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり安全データ シート のおわり   
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